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(57)【要約】
【課題】相番工事が減少し、各職種の仕事をまとめるこ
とができ、内装工事全体の工事管理の簡略化と工期の短
縮が可能となる住宅の施工方法を提供する。
【解決手段】躯体床面１上に２重床４を施工した後、２
重床４に開口させた開口部Ｋに固定した支持金物５上に
防水パン１２を設置して浴室１４を施工し、その後、浴
室１４周辺および他の部屋の間仕切り壁１５を２重床４
上に施工する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　躯体床面上に２重床を施工した後、該２重床に開口させた開口部に防水パンを設置して
浴室を施工し、その後、浴室周辺および他の部屋の間仕切り壁を前記２重床上に施工する
ことを特徴とする住宅の施工方法。
【請求項２】
　２重床の開口部に浴室の防水パンを設置するために、該開口部に取り付けられる支持金
物であって、
　該支持金物は、前記２重床に固定されるフランジ部と、前記防水パンを載せる防水パン
載置部と、防水パンの荷重を支える支持脚を備えていることを特徴とする防水パンの支持
金物。
【請求項３】
　前記支持金物のフランジ部に、浴室周辺の間仕切り壁用のスタッドを取り付けできるス
タッド取付部を設けたことを特徴とする請求項２に記載の防水パンの支持金物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅の施工方法および、この施工方法で用いられる防水パンの支持金物に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば集合住宅の内装工事では、図１７の縦断面拡大構成図で示すように、躯体
の床面１上に給水，給湯，排水用の配管および電気配線を施工した後、躯体床面１上に防
水パン１２を支持脚１１の高さを調整して水平に設置し、防水パン１２の外周に壁パネル
１３を立設させて浴室１４を形成させ、その後に、浴室１４の外周側の躯体床面１にスタ
ッド取付部９を設けて、このスタッド取付部９にスタッド１５ａを立設させ、スタッド１
５ａに石膏ボード１５ｂを貼着して間仕切り壁１５を施工し、その後に、間仕切り壁１５
の外側に、高さ調整ボルト２を介在させて２重床４を施工し、この２重床４上に、スタッ
ドを立設し石膏ボードを貼着して部屋の間仕切り壁を形成させ、その後に２重床４上に床
仕上げ材１６を貼着して床仕上げを行っている。
【０００３】
　なお、従来、特許文献１に開示されているように、４隅にレベル調節可能な支持脚を備
えた箱型パンの側縁部に水平方向に延出した連結部を設け、この連結部を周囲の２重床面
に取り付けることで、箱型パンの水平レベル出しを正確に行える防水フロアユニットがあ
った。
【特許文献１】特開昭６０－１６６５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記図１７で説明した従来の施工方法では、浴室周辺に関しては、２重床４を施工する
前に浴室１４周辺の間仕切り壁１５の工事が必要となり、２重床４の施工後に、２重床４
上の部屋の間仕切り壁の工事が入り、浴室周辺の間仕切り工事と、その後の２重床４上の
間仕切り工事が分断されて、スタッド１５ａの施工業者や石膏ボード１５ｂの施工業者ら
の工事が重複する工程のため、工程管理が複雑となり、工期が長くなってしまうという問
題点があった。
【０００５】
　また、上記特許文献１に開示されているような防水フロアユニットでは、連結部を介し
て箱型パンを２重床に直接載せるため、２重床に箱型パン側の荷重が掛かり、２重床の変
形を招く虞があり、また、箱型パンを施工した後には、箱型パンの裏側に手が回らず支持
脚のレベル調整が困難となるという問題点があった。



(3) JP 2008-115569 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み案出したものであって、複数の施工業者の重複する工
程を無くして、各職種の仕事をまとめることができ、工程管理が簡略化されて工期が短く
なる住宅の施工方法を提供することを目的の１つとし、また、浴室の防水パンを良好にレ
ベル調整して施工できる支持金物を提供することを目的の１つとし、住宅の施工方法であ
る請求項１は、躯体床面上に２重床を施工した後、該２重床に開口させた開口部に防水パ
ンを設置して浴室を施工し、その後、浴室周辺および他の部屋の間仕切り壁を前記２重床
上に施工することである。
【０００７】
　また、防水パンの支持金具に関する請求項２は、２重床の開口部に浴室の防水パンを設
置するために、該開口部に取り付けられる支持金物であって、該支持金物は、前記２重床
に固定されるフランジ部と、前記防水パンを載せる防水パン載置部と、防水パンの荷重を
支える支持脚を備えていることである。
【０００８】
　また、請求項３は、前記支持金物のフランジ部に、浴室周辺の間仕切り壁用のスタッド
を取り付けできるスタッド取付部を設けたことである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の住宅の施工方法は、躯体床面上に２重床を施工した後、該２重床に開口させた
開口部に防水パンを設置して浴室を施工し、その後、浴室周辺および他の部屋の間仕切り
壁を前記２重床上に施工することとしたため、相番工事が減少し各職種の仕事をまとめる
ことができるものとなり、工程管理が簡略化されて工期を短くすることができるものとな
る。
　また、２重床の水平レベルが先に決まっているため、この２重床に対し防水パンを設置
することで防水パンのレベル調整がし易いものとなる。
【００１０】
　また、本発明の防水パンの支持金物は、２重床の開口部に浴室の防水パンを設置するた
めに、該開口部に取り付けられる支持金物であって、該支持金物は、前記２重床に固定さ
れるフランジ部と、前記防水パンを載せる防水パン載置部と、防水パンの荷重を支える支
持脚を備えていることにより、２重床は既に水平に設置されているため、支持金物のフラ
ンジ部を２重床に固定することで、支持金物を防水パンの設置前に良好に高さ調整して水
平にすることができ、支持金物と防水パンの水平を良好に確保でき、防水パンの荷重は支
持金物の支持脚で支えることができて、周辺の２重床に浴室側からの力が伝わらないもの
となり、２重床の変形を抑えることができるものとなる。
【００１１】
　また、前記支持金物のフランジ部に、浴室周辺の間仕切り壁用のスタッドを取り付けで
きるスタッド取付部を設けたことにより、スタッド取付部にスタッドを取り付けて間仕切
り壁を形成すると、防水パンと間仕切り壁の距離が一定に保たれ、浴室周辺の間仕切り壁
と浴室の間のスペースを最小にすることができるものとなる。
【実施例】
【００１２】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。
　先ず、図１～図４に示す要部縦断面構成図において、住宅の内装工事の施工方法の手順
を説明する。
　住宅の躯体床面（スラブ面）１上に、給水，給湯，排水用の配管が施工され、更に電気
配線が施工された後に、躯体床面１上に、床下地となる２重床４が施工される。
　２重床４は、図１に示すように、高さ調整ボルト２が垂設された際根太３上に合板ある
いはパーティクルボードが設置されて構成され、高さ調整ボルト２により２重床４の水平
レベルが調整されて施工されるものである。
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【００１３】
　この２重床４には、開口部Ｋを形成させておき、この開口部Ｋに図２のように、支持金
物５を取り付ける。
　支持金物５は、角パイプフレーム６の上面に防水パン載置部６ａが形成されて、角パイ
プフレーム６から高さ調整可能な支持脚１１が垂設されており、角パイプフレーム６から
上方へ立上片７が延出され、立上片７から水平方向に外側へ延びてフランジ部８が一体形
成されており、このフランジ部８に、上面開放の断面コの字状のスタッド取付部９が立ち
上げ形成されている。
　この支持金物５のフランジ部８を２重床４上に載せてビス１０で固定し、その状態で支
持脚１１の高さを調整して、支持金物５を２重床４と同一レベルに調整する。この場合、
既に２重床４は水平に設置されているため、容易に支持金物５を水平にすることができる
ものである。
【００１４】
　その後に図３に示すように、支持金物５の防水パン載置部６ａ上に防水パン１２の壁パ
ネル載置面１２ａを載せ、防水パン１２の外周に立ち上がる水切片１２ｂを立上片７に当
接させて、防水パン１２を支持金物５上に設置することができ、この設置された防水パン
１２の壁パネル載置面１２ａ上に、図４に示すように、壁パネル１３を立設させて、浴室
１４を施工することができる。
　その後、前記スタッド取付部９に、鋼製下地材であるスタッド１５ａを立設させ、ドア
等の木枠を嵌め込み、このスタッド１５ａの表面に石膏ボード１５ｂを貼着して、浴室１
４周辺の間仕切り壁１５を形成させることができ、同時に、２重床４上に、別のスタッド
１５ａを立設させ、ドア等の木枠を嵌め込み、スタッド１５ａの表面に石膏ボードを貼着
して、部屋の間仕切り壁を形成させることができ、その後に、２重床４上に床仕上げ材１
６を貼着して床仕上げを行うことができる。
【００１５】
　なお、このような住宅の施工方法を図５～図９の斜視図において示す。
　即ち、図５は、住宅の躯体床面１上に高さ調整ボルト２を介して２重床４が水平に施工
された状態であり、この２重床４に開口部Ｋが形成されている。
　図６は、この開口部Ｋの内側周囲に支持金物５を取り付けた状態であり、図７は、支持
金物５上に防水パン１２を載せた状態であり、図８は、防水パン１２の外周に壁パネル１
３を立設させ、更に天井パネル１４ａを取り付けて浴室１４を施工した状態であり、図９
は、浴室１４の施工後に、２重床４上に浴室周辺および他の部屋の間仕切り壁用のスタッ
ド１５ａ，１５ａ，１５ａを施工した状態を示すものである。
【００１６】
　なお、支持金物５は、図１０の斜視図で示すように、開口部Ｋの内周側に枠組みした状
態で取り付けられるものであり、支持金物５は、４辺が連結されて四角形状に枠組みされ
る。なお、支持金物５の１辺を拡大して図１１に斜視図で示す。
　図１１に示すように、支持金物５は、上面が防水パン載置部６ａである角パイプフレー
ム６から、垂下状に複数の高さ調整可能な支持脚１１が設けられており、各支持脚１１の
下端は、躯体床面１に当接する防震ゴム１１ａで構成されている。
【００１７】
　また、角パイプフレーム６から立上片７が立設され、立上片７から水平状にフランジ部
８が一体形成されている。なお、図１１に示す支持金物５は、スタッド取付部９が別体で
形成されて後付けされるタイプであり、図１２に示すように、この支持金物５のフランジ
部８上に、上面が開放された断面コの字状の別体のスタッド取付部９がビス１０により取
付固定されるものである。
　このスタッド取付部９に、スタッド１５ａが取り付けられることで、防水パン１２と間
仕切り壁１５の距離は一定に保たれて、間仕切り壁１５と浴室１４間のスペースを最小化
できるものであり、図１７に示すように、浴室１４と２重床４間に間仕切り壁１５が立設
される従来構造に比して、間仕切り壁１５と浴室１４間のスペースが最小となる。
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【００１８】
　なお、このような構成では、２重床４は既に水平に設定されており、この２重床４に支
持金物５を取り付ければ、支持金物５のレベル調整は極めて容易に行え、支持金物５と防
水パン１２の水平を良好に確保することができるものとなる。
　また、浴室１４からの荷重は支持金物５に加わり、支持脚１１で支持することができ、
浴室１４側の荷重が２重床４に伝わることがないため、２重床４の変形が抑えられるもの
となる。
【００１９】
　このように、本例では、躯体床面１上に２重床４を施工した後、２重床４の開口部Ｋに
防水パン１２を設置し浴室１４を施工して、その後に、浴室１４の周辺および他の部屋の
間仕切り壁１５を２重床４上に施工するものであるため、間仕切り壁１５のスタッド１５
ａを施工する施工業者および石膏ボード１５ｂを貼着するボード業者の工事は、浴室１４
の施工後にまとめて行うことができ、これらの業者の工事が分断されることがなく、内装
工事全体の工事管理を簡略化することができ、工期を短縮することができるものとなる。
【００２０】
　なお、支持金物５上に防水パン１２を設置する際に、防水パン１２には垂下状に複数の
支持脚１７が設けられており、これら複数の支持脚１７を図１３に拡大断面図で示すよう
な構造にしておけば、防水パン１２の支持脚１７を自然に高さ調整することができるもの
となる。
　即ち、図１３に示す防水パンの支持脚１７は、防水パン１２から垂設された支持部材１
８の下端の頭部１８ａに密閉部材１９が取り付けられて構成されており、この密閉部材１
９は、内部に充填材２１が充填されて、底部１９ａの外周から筒状部１９ｂが立ち上がり
、筒状部１９ｂの内側に下鍔部１９ｃと上鍔部１９ｄが水平に設けられており、上鍔部１
９ｄと下鍔部１９ｃ間に支持部材１８の頭部１８ａを嵌め込み、支持部材１８の下端に螺
合されたナット２０を頭部１８ａ側に締め付けることにより、上鍔部１９ｄがナット２０
と頭部１８ａ間に挟み込まれて密閉部材１９の密閉状態が確保されるように構成されてい
る。
【００２１】
　なお、密閉部材１９は、ゴム等の弾性体で形成されており、防水パン１２を支持金物５
上に載せて設置すると、図１４に示すように筒状部１９ｂは伸縮して、密閉部材１９の底
部１９ａが確実に躯体床面１に押し当てられることとなる。
　このように、防水パン１２の裏側の手の届かない場所でも、支持部材１８からの力に応
じて密閉部材１９が伸縮して自然に高さ調整がなされ、この状態で充填材２１が硬化する
ことで、支持脚１７は強固に防水パン１２の荷重を支えることができるものとなる。
【００２２】
　なお、図１５に示す支持脚１７は変更例であり、この図１５の支持脚１７は、充填材２
１を内部に充填した密閉部材１９が、支持部材１８の下端の頭部１８ａに当接した状態で
配置され、密閉部材１９の下端は底部材２２の中央部に配置され、底部材２２の外周には
上方へ立ち上げて立上部２２ａが一体形成されており、上方側より立上部２２ａの外周に
螺合等の手段で筒状部材２３を嵌め込んで固定できるように構成されており、筒状部材２
３の上端には上方へ一体状に突出して円筒状のスライドガイド部２３ａが形成され、この
スライドガイド部２３ａ内に支持部材１８が上下動可能に挿通されたものとなっている。
　このような構造の支持脚１７においては、スライドガイド部２３ａにより支持部材１８
がガイドされて、支持部材１８からの荷重による座屈を良好に防止することができるもの
となる。即ち、筒状部材２３は、樹脂等の硬質部材で形成させておくことができ、密閉部
材１９はゴム等の弾性材で形成されているため、この密閉部材１９が上下方向のバネ力を
発揮して底部材２２を確実に躯体床面１に押し当てることができるものである。
【００２３】
　なお、図１６には、更に異なる支持脚１７の変更例を示す。
　図１６の支持脚１７は、図１３における密閉部材１９の筒状部１９ｂを湾曲状に形成さ
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せて、底部１９ａの外周に筒状のスライドガイド部２４を嵌め込んだ構造であり、このス
ライドガイド部２４により支持部材１８の上下動がガイドされて、支持部材１８からの荷
重による座屈を良好に防止でき、密閉部材１９の筒状部１９ｂが支持部材１８からの力に
応じて上下方向に伸縮して、底部１９ａを確実に躯体床面１に押し付けることができ、自
然に高さが調整されて、その後に充填材２１が固まるように構成したものである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】躯体床面上に２重床を施工した要部縦断面構成図である。
【図２】２重床の開口部側に支持金物を取り付けた状態の縦断面拡大構成図である。
【図３】更に支持金物上に防水パンを載せた状態の縦断面拡大構成図である。
【図４】更に防水パンの外周に壁パネルを建て付けて浴室を施工し、浴室の周辺に間仕切
り壁を施工した状態の縦断面拡大構成図である。
【図５】住宅の躯体床面上に２重床が施工された状態の斜視構成図である。
【図６】２重床の開口部内側に支持金物を取り付けた斜視構成図である。
【図７】支持金物上に防水パンを設置した状態の斜視構成図である。
【図８】防水パン上に壁パネルを建て付けて浴室を形成させた斜視構成図である。
【図９】浴室の周辺および他の部屋の間仕切り壁のスタッドを２重床上に施工した状態の
斜視構成図である。
【図１０】支持金物を枠組みした斜視構成図である。
【図１１】支持金物の拡大斜視構成図である。
【図１２】図１１の支持金物のフランジ部に別体のスタッド取付部を取り付けた場合の施
工状態の図３に対応させた縦断面拡大構成図である。
【図１３】防水パンから垂設された支持脚の縦断面拡大構成図である。
【図１４】図１３の支持脚が弾性変形して高さ調整された状態の縦断面構成図である。
【図１５】防水パンの支持脚の変更例を示す縦断面拡大構成図である。
【図１６】更に異なる支持脚の変更例を示す縦断面拡大構成図である。
【図１７】従来の浴室と間仕切り壁と２重床の施工状態の要部縦断面拡大構成図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　躯体床面
　２　高さ調整ボルト
　４　２重床
　５　支持金物
　６　角パイプフレーム
　６ａ　防水パン載置部
　７　立上片
　８　フランジ部
　９　スタッド取付部
　１０　ビス
　１１　支持脚
　１２　防水パン
　１２ａ　壁パネル載置面
　１２ｂ　水切片
　１３　壁パネル
　１４　浴室
　１５　間仕切り壁
　１５ａ　スタッド
　１５ｂ　石膏ボード
　１６　床仕上げ材
　１７　支持脚
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　１８　支持部材
　１８ａ　頭部
　１９　密閉部材
　１９ａ　底部
　１９ｂ　筒状部
　１９ｃ，１９ｄ　鍔部
　２０　ナット
　２１　充填材
　２２　底部材
　２２ａ　立上部
　２３　筒状部材
　２３ａ，２４ａ　スライドガイド部
　Ｋ　開口部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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